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職員室前の「ねむの木」が芽吹き始めました。例年、他の木々より

も少し遅いのですが、やっと葉が開き始めました。今年もピンクのき

れいな花がたくさん咲くことを期待しています。

熊本地震は各メディアで常に報道され

ているため、子どもたちもよく知っています。熊本の小学校が避

難所となり、自分たちと同じ小学生が学校で勉強できないという

ことは、大変なことなのだと感じたのではないかと思います。６

年の子どもたちが右のようなパンフレットをつくってお金を集め

てくれました。熊本の小学生が少しでも早く楽しい学校生活に戻

れることを願っています。今回の募金は子どもたちにとって、大

変意味のある募金になりました。（５月１４日の下野新聞の募金

の記事に延島小学校の名前が載りました。）

遅くなりましたが、４月の授業参観のときにいただいた感想を掲載します。

・子どもたちに合わせながら授業をしてくださっているのがわかりました。

・なれない子どもたちを先生があたたかくご指導くださり感謝いたします。

・子どもたちが楽しんで授業を受けている姿を見ることができて安心しました。

・返事やあいさつもとても元気にできていて感心しました。

・先生の熱心さが伝わったのか最近では自主学習を進んで行っていて、とてもよいと思いました。

・発言が多く楽しい授業参観でした。

・一人ひとり考えたお店屋さんがとてもよかったです。

・しっかり先生の話を聴き、自分の意見を伝えられているなと思いました。

・少し声が小さいと思いましたが、先生の発声練習がとても楽しく、すごくよいアイディアだ

と思いました。

・高学年になり、授業中の態度もだいぶ落ち着いてきたと感じました。

・担任の先生とＴ・Ｔの先生の連携したご指導に感謝します。

・恥ずかしさが出てしまい、自分からの発表が少なかったです。

・暑いときは窓を開ける等してほしいと思いました。

このほかにもたくさんのご意見をいただきました。保護者の皆様の温かい支えがある

ことを再確認することができました。同様に家庭訪問でもお世話になりました。職員の

記録の中に、［保護者の方とじっくり話ができました。どの方も温かく、感激しました。

また、我が子のことばかりでなく、友だちや学校のことなどにも話が広まり、延島の人

たちは本当に温かい方ばかりだと改めて思いました。］というものがありました。保護者
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の皆様や、地域の皆様の思いをしっかり受け止め、今後も子どもたちのために頑張って

いきたいと思いました。授業参観、家庭訪問とも、４月の忙しいときに本当にありがと

うございました。

６年生が中心 今年開所した小山消防

になり思いのこ 絹分遣所見学に行ってき

もった会を運営 ました。消防車や救急車

していました。 の機材を触ることができ

１年生のお礼の発表も大変かわいいもので、会が たり、消防のタンクを背

よりいっそうほのぼのとしたものになりました。 負わせてもらったりして、消防の勉強をたくさん

しました。

今年も交通安 大変暑い日で

全教室を行いま したが、学校の

した。自転車点 周りにはどのよ

検も行い、交通 うなところがあ

事故に遭わない るかを学習して

ように指導しました。最後の１年も事故０で過ご きました。たく

せることを祈っています。 さんのメモを書くことができたようです。

好天に恵まれ、田植えが無事に行われました。開校式

では、御来賓として小山市長 大久保寿夫様はじめ、教

育委員会の方々においでいただきました。また、実行委

員会会長の生沼様を始め実行委員の皆様、そして、多く

の保護者の皆様が来てくださいました。のぶしま幼稚園と小山第三小学校、延島

小学校の代表の子の言葉はどれもはきはきして、とてもよく発表することができ

ました。田んぼでは、朝早くから田んぼ所有者の宮田様、実行委員の皆様方が準

備をしてくださいました。代掻きした後の細かいところを平らにして水を均等に

入れたり、田植えの場所を３等分してくださったりしました。開校式後、子ども

たちが田んぼに行き、実行委員の方が田植えの説明をしてくださいました。いよ

いよ子どもたちの番です。一歩一歩ゆっくり田んぼを歩いて所定の位置まで行き

ます。あちこちで、水の感触、土の感触、足が埋まって抜けないことなどから、

うれしそうな声があがりました。さすがに延島小の子どもたちは慣れた手つきで

次から次へと苗を植えていきいました。三小の子どもたちも上手になってきまし

た。だんだんと服が汚れ、最初は気にしていた汚れも、終了間際には誰もが全く

気にせず、楽しく田植えを体験することができました。

実行委員会の皆様の他、当日応援してくださった保護者の皆様、ありがとうご

ざいました。おかげさまで子どもたちは全員、田んぼの泥の心地よい感触を味わ

い、田植えを楽しむことができました。


